
FG28

髙 橋　　浩
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鈴 木 茂 男
前 島 憲 司
小 林 秀 男

2018～2019　国際ロータリー会長　バリー・ラシン

インスピレーションになろう

今日のお祝い　「おめでとうございます。心よりお慶び申し上げます。」

＊事業所開設
　内山全浩君（5日）

＊結婚記念日
　黄金井一太君（5日）
　髙橋伸一郎君（6日）

＊入会記念日
　畑中雄太君（H28.4.5）
　内山全浩君（H28.4.5）

点鐘　…髙橋　浩会長

斉唱　…それでこそロータリー

ゲスト紹介

東京海上日動火災保険㈱
厚木損害サービスセンター所長

小根口 靖様

会長報告

◎ガバナー事務所　より
・4月　ロータリーレート　1ドル＝110円

◎厚木市友好交流委員会　より
・「友好交流ニュースレター第26号」の送付について
・厚木市友好交流委員会委員の改選について（お知

らせ）
◎公益財団法人米山梅吉記念館　より

・官報33号・春季例祭のご案内・賛助会ご入会の
お願い

委員会報告

◎次年度幹事
本日、次年度理事・役員勉強会を開催します。
4/21 地区研修・協議会が開催されます。

スマイル

髙橋　浩会長・鈴木茂男幹事
東京海上日動火災保険㈱厚木損害サービスセンター
所長 小根口様、ようこそいらっしゃいました。本日
の卓話よろしくお願いいたします。

柳田純昭君
お誕生日のお祝、有難うございます。70才になりま
す。手術から10 ヶ月、こうして古希を迎える事が出
来、妻や家族そして周囲の人達に感謝の毎日です。

壽永純昭君
山口巖雄理事長の妻田翼咲保育園の新設開園を共に
お喜び申し上げます。

髙橋　宏君
本日、事業所開設のお祝いありがとうございます。当
事務所も何とかH15年から今日まで無事続いており
ます。今後もよろしくお願い致します。

髙橋伸一郎君
結婚記念日だそうですっかり忘れていました。思い
出させていただいたのでスマイルします。

鈴木茂男君
本日、事業所開設のお祝いありがとうございます。

第2831回例会（3月26日）☆司会　金井良雄君

今日の例会（2019年 4月2日）

「春の親睦例会（移動例会）」
担当：親睦活動委員長 栗原良幸君

会場：七沢玉川館

次回の例会（2019年 4月9日）

「北海道ぶらり旅 パートⅢ「岬」編」
担当：髙橋伸一郎君
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代筆 森住　等君
みなさま大変お世話になりました。充実した3年間
でした。これからも厚木ロータリーで学ばせていた
だいた事、又良き仲間としておつきあいしていただ
きありがとうございました。これからも厚木ロータ
リークラブの発展をお祈りいたします。
近藤憲司・髙野昌伴

建部卓也君
週報にもございます 第8回あったらいいなこんなロ
ボットコンテスト無事開催できました。後援ありが
とうございました。また、22・23日泊りで地区の新
会員の集いに参加してまいりました。常磐さんのお
陰で、夜の関内を満喫できました。勉強になる2日間
でした。ありがとうございます。

芳澤　渉君
事業所開設のお祝いを有難とうございます。又、本日
の卓話は畑中社長ご担当で講話は私と同じフロアー
で働く損害サービスセンター長の小根口が務めま
す。よろしくお願い致します。

髙橋朋浩君
常磐先生、建部さん、金井さん「新会員の集い」の後の
楽しい時間ありがとうございました。

金井良雄君
先日、新人会員の集いに参加させていただき、大変多
くの勉強をさせていただきました。常磐さんには夜、
大変お世話になりました。

高橋孝道君
本日、所用により早退致します。

内山全浩君
事業所開設ありがとうございます。入会記念日お祝
いありがとうございます。

今日のお花

カーネーション（髙橋　浩会長）
スイートピー（壽永純昭君）

例会　卓話「自動車保険損害サービスにおける「映像証拠」の重要性」

担当：畑中雄太君
講師：東京海上日動火災保険㈱厚木損害サービスセンター所長 小根口靖様

アウトライン

１．自動車事故に関する実情

２．我々を取り巻くリスク

３．ドライブレコーダーについて

４．映像証拠の有用性

５．まとめ

自動車保険 損害サービス対応における

『映像証拠』の重要性

2019年3月26日
東京海上日動保険株式会社

厚木損害サービスセンター

小根口 靖
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次年度理事役員委員長　懇親会

日時：2019年3月26日
会場：レンブラントホテル

出席報告　＜会員41名、出席対象37名＞

3 月 5 日例会　　確定出席率 76.32％ 3 月 26 日例会　　出席 30 名　欠席 8 名　出席率 81.08％
＜事後メイク＞
　建部卓也君（3月17日／かながわ2780ロータリーEクラブ）
　常磐重雄君（3月15日／地区）

＜事前メイク＞
　常磐重雄君（3月22日／新会員の集い）
＜欠席＞
　石村哲也君・今井銀河君・黄金井陽介君・前田賢一君
　丸田隆弘君・米山尚登君・前島憲司君

１．自動車事故に関する実情

・2017年度の東京地裁民事27部新受件数：2,196件
⇒前年比 ＋5％、過去最高水準

⇒10年前対比で約60％の増加

事故件数は減少も、民事交通訴訟の
件数は顕著に増加

３．「ドライブエージェントパーソナル」のご紹介

①自動で事故連絡＆電話 ②事故映像を自動で記録・送信

４．映像証拠の有用性について（(有)コア企画 畑中雄太）

【総評】

あおり運転などでドライブレコーダーが注目されることと

なりましたが、映像証拠は本当に大きな意味を持ちます。

ご自身はもちろんですが、ご親族が運転する車両や会社で

使用する車両、会社で働く従業員の方など多くの方に取り

付けることをお勧めして下さい。

最後に、重要性をお伝えしてきましたが、事故なく映像を

必要とすることがないことを祈念しております。

以上

１．自動車事故に関する実情

・2017年の交通事故発生件数：472,069件
（＊最多：2004年（952,720件）の約50％）

・2017年の交通事故負傷者数：579,746人
（＊最多：2004年（1,183,617人）の約49％）

・2017年の交通事故死傷者数：3,694人
（＊最多：1970年（16,765人）約22％）

２．我々を取り巻くリスク

①事故解決の難航・長期化

（⇒事故状況の主張・責任割合意向等の相違）

②訴訟への発展

あおり運転

不当・過剰請求

・リスクから身を守る
・適正な解決を図る

⇒映像証拠が有効！！

４．映像証拠の有用性

●事故時の映像があることで、お客様への事故状況の確認が短時間で済む。

●お客様は何度も同じことを聞かれたり、嫌なことを思い出さずに済む。

●責任割合の交渉で、事故状況の食い違いや争いが少なくなる。

●対人事故の受傷機転（外傷を負った原因や経緯）の把握が

可能になり、適正な保険金支払いに繋がる。




